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    ◎開議の宣告 

〇議長（村山義明君） 定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きま

す。 

 本日の議事日程については、お手元に配付した議事日程第２号のとおりです。 

（午前 ９時３０分） 

 

    ◎議案第３１号 

〇議長（村山義明君） 日程第１、議案第３１号 中頓別町後期高齢者医療に関する条例

の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 今日もよろしくお願いいたします。議案第３１号 中頓別町後期

高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について、相馬保健福祉課長から説

明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 相馬保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（相馬正志君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案

第３１号 中頓別町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

 議案９５ページをお開きください。議案第３１号 中頓別町後期高齢者医療に関する条

例の一部を改正する条例の制定について。 

 中頓別町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 ９８ページをお開きください。改正の要旨でございます。新型コロナウイルス感染症の

感染拡大を受け、北海道後期高齢者医療広域連合の条例の一部改正に基づき、感染した被

用者に対する傷病手当金の支給に係る申請書の受付事務が追加されたことにより改正する

ものであります。 

 ９７ページにお戻りください。新旧対照表でご説明いたします。第２条、本町において

行う事務の第８号を第９号とし、第８号に「広域連合条例附則第５条の傷病手当金の支給

に係る申請書の提出の受付」と追加するものであります。 

 ９６ページにお戻りください。中頓別町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する

条例。 

 中頓別町後期高齢者医療に関する条例の一部を次のように改正する。 

 改正内容は先ほど説明しましたので、省略いたします。 

 附則、この条例は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３１号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号 中頓別町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の

制定の件は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３２号 

〇議長（村山義明君） 日程第２、議案第３２号 中頓別町国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３２号 中頓別町国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について、相馬保健福祉課長から内容の説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 相馬保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（相馬正志君） それでは、中頓別町国民健康保険条例の一部を改正する

条例の制定について説明いたします。 

 議案９９ページをお開きください。議案第３２号 中頓別町国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定について。 

 中頓別町国民健康保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 １０５ページをお開きください。改正の要旨でございます。新型コロナウイルス感染症

の感染拡大を受け、当町において休暇を取得しやすい環境を整備することにより感染拡大

を防止するため、令和２年１月１日から規則で定める９月３０日までの期間における傷病

に係る傷病手当について中頓別町国民健康保険条例の附則を改正するものです。 

 １００ページにお戻りください。中頓別町国民健康保険条例（昭和３４年条例第５号）

の一部を次のように改正する。 

 附則に次の見出し及び６項を加える。 

 内容としましては、附則に第３項から第８項までを追加するものであります。 

 （新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金） 

 第３項、給与等（所得税法（昭和４０年法律第３３号）第２８条第１項に規定する給与

等をいい、賞与(健康保険法（大正１１年法律第７０号）第３条第６項に規定する賞与を

いう。)を除く。以下同じ。）の支払いを受けている被保険者が療養のため労務に服する
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ことができないとき（新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号）

附則第１条の２に規定する新型コロナウイルス感染症に感染したとき又は発熱等の症状が

あり当該感染症の感染が疑われるときに限る。）は、その労務に服することができなくな

った日から起算して３日を経過した日から労務に服することができない期間のうち労務に

就くことを予定していた日について、傷病手当金を支給する。 

 第４項、傷病手当金の額は、１日につき、傷病手当金の支給を始める日の属する月以前

の直近の継続した３月間の給与等の収入の額の合計額を就労日数で除した金額（その額に、

５円未満の端数があるときは、これを切り捨て、５円以上１０円未満の端数があるときは、

これを１０円に切り上げるものとする。）の３分の２に相当する金額（その金額に、５０

銭未満の端数があるときは、これを切り捨て、５０銭以上１円未満の端数があるときは、

これを１円に切り上げるものとする。）とする。ただし、健康保険法第４０条第１項に規

定する標準報酬月額等級の最高等級の標準報酬月額の３０分の１に相当する金額の３分の

２に相当する金額を超えるときは、その金額とする。 

 第５項、傷病手当金の支給期間は、その支給を始めた日から起算して１年６月を超えな

いものとする。 

 （新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金と給与等との調

整） 

 第６項、新型コロナウイルス感染症に感染した場合又は発熱等の症状があり当該感染症

の感染が疑われる場合において給与等の全部又は一部を受けることができる者に対しては、

これを受けることができる期間は、傷病手当金を支給しない。ただし、その受けることが

できる給与等の額が、第４項の規定により算定される額より少ないときは、その差額を支

給する。 

 第７項、前項に規定する者が、新型コロナウイルス感染症に感染した場合において、そ

の受けることができるはずであった給与等の全部又は一部につき、その全額を受けること

ができなかったときは傷病手当金の全額、その一部を受けることができなかった場合にお

いてその受けた額が傷病手当金の額より少ないときはその額と傷病手当金との差額を支給

する。ただし、同項ただし書の規定により傷病手当金の一部を受けたときは、その額を支

給額から控除する。 

 第８項、前項の規定により、本町が支給した金額は、当該被保険者を使用する事業所の

事業主から徴収する。 

 附則、この条例は、公布の日から施行し、改正後の附則第３項から第８項までの規定は、

傷病手当金の支給を始める日が令和２年１月１日から規則で定める日までの間に属する場

合に適用することとする。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３２号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３２号 中頓別町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定の件は

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３３号 

〇議長（村山義明君） 日程第３、議案第３３号 中頓別町酪農振興支援条例の一部を改

正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３３号 中頓別町酪農振興支援条例の一部を改正する条例

の制定について、平中産業課長から内容の説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。 

〇産業課長（平中敏志君） おはようございます。よろしくお願いいたします。議案１０

６ページになります。議案第３３号 中頓別町酪農振興支援条例の一部を改正する条例の

制定について。 

 中頓別町酪農振興支援条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 議案１１０ページをお開き願います。改正の要旨でございますが、後継者が経営継承し

た際の優遇措置の追加及び施設等の改修助成金受領後に規模拡大や経産牛飼養施設の新設

等を取り組む際における助成金の交付規定を設けることにより、酪農経営者の経営意欲の

向上と地域の酪農業の振興を図るものであります。 

 本条例につきましては平成２７年度に制定し、昨年度までの５年間で乳牛の飼養施設の

新設が３件、施設の規模拡大が１件、施設改修が７件、譲渡協力金２件、後継者継承祝金

２件の利用実績がございます。町内の酪農経営者の状況といたしましては、近年後継者へ

の経営継承が進んでおり、今後も後継者への経営継承が行われる農場が一定程度見込まれ

ると想定されておりますが、現行の条例では助成金の再申請は認めない制度となっており、

一度施設整備や改修の制度を活用した場合は後継者が経営を継承した際には本助成制度に

よる施設整備や改修は助成の対象外となっておりました。そこで、新たな経営者の経営方

針に基づき施設の整備や改修に対して助成が可能となるよう経営継承された農場に対して

は再申請を可能とするよう改正するものでございます。また、経営継承以外の場合であっ
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ても当初は施設改修の助成を受けた農場において、その後の経営方針の変更等により規模

拡大を図る場合に限っては本条例による受領済みの補助金額を差し引いた額を交付上限額

として再利用が可能となるよう改正するものでございます。 

 それでは、新旧対照表にてご説明させていただきます。議案１０８ページをご参照願い

ます。第２条は、助成の対象等を規定するものであり、農協の合併協議が進んでいる状況

や農協組合員に限定することが公平性を欠くというご指摘がございましたことから、町内

で酪農業を営む経営者及びその後継者とするものでございます。 

 第６条は、後継者が経営を継承した際の優遇措置について規定するもので、改正の要旨

でご説明させていただきましたが、条例第４条第１号から第３号に規定する施設整備や改

修助成金を受領した後に後継者が経営を継承した場合に限り条例第４条第１号から第３号

に規定する事業を実施した場合は各号に定める助成金を交付するとするものであります。

ただし、後継者が経営を継承した際に受けられる優遇措置、継承祝金の１００万円や助成

上限額の上乗せを既に受領している場合につきましては、その優遇措置は交付の対象とは

ならないということとしております。 

 第７条は、交付の条件を規定するもので、第２号で条例第４条第１号から第３号の助成

金を複数申請することができないとした規定ではあるものの、条例第４条第３号に規定す

る施設改修助成金、補助の限度額が２００万円のものでございますが、これを活用後に条

例第４条第１号に規定する施設等整備助成金、補助の上限額１，０００万円の部分ですが、

を活用する場合または条例第４条第２号に規定する規模拡大助成金、補助の上限額が７０

０万円のものでございます、の交付を申請する場合は、助成金の限度額より既に交付され

た助成金を除した額を上限額として交付するとするものであります。また、第４号は国の

事業名称の変更による改正であり、青年就農給付金事業経営開始型から農業次世代人材投

資事業イ経営開始型とするものでございます。 

 第８条は、助成金の交付申請等の方法を規定するもので、現行では農業協同組合の承認

を受けてから町長に申請する方法から申請者本人からの申請と改正するもので、第９条に

おきまして内容を審査し、承認の可否について申請者に通知するとするものでございます。 

 議案１０７ページをご参照願います。条例改め文の下段、附則についてでございますが、

この条例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日以降に実施した事業から適用する。 

 以上、雑駁ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 東海林さん。 

〇５番（東海林繁幸君） この条例の中で中頓別町農業協同組合または代表理事といった

文言がなくなっているわけです。そういった面では農業協同組合は組合法に基づいて設立

したものでありますけれども、あくまでもそれは民間団体の営利にすぎないわけで、組合

に入る、入らないは本来農業者の自由なわけです。それを組合にあたかも入らなければ何
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もできないようなやり方というのは不当だと私は前から思って、そういったことを言って

いました。そのことが今回整理されたのかな、そういう思いでやられたのかな、これが私

はこれで町の条例としての在り方としては正しいと思う改正なのですけれども、狙いは何

なのでしょう。 

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。 

〇産業課長（平中敏志君） 東海林議員ご指摘のとおり、町の条例といたしましての公平

性の部分を考慮した場合に農業協同組合という部分に限定するという形はやはり正すべき

ではないかということで今回の改正内容としてございます。 

〇議長（村山義明君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３３号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３３号 中頓別町酪農振興支援条例の一部を改正する条例の制定の件は

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３４号 

〇議長（村山義明君） 日程第４、議案第３４号 中頓別町商工業振興支援条例の一部を

改正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３４号 中頓別町商工業振興支援条例の一部を改正する条

例の制定について、平中産業課長から内容の説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 平中産業課長。 

〇産業課長（平中敏志君） それでは、ご説明させていただきます。議案１１１ページを

お開き願います。議案第３４号 中頓別町商工業振興支援条例の一部を改正する条例の制

定について。 

 中頓別町商工業振興支援条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 １１５ページを御覧願います。改正の要旨でございますが、助成の対象者に新たに町内

で商工事業を営もうとする者を追加するほか、後継者が経営継承した際の優遇措置の追加
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及び施設等の改修助成金受領後に規模拡大や新規事業等を取り組む際における助成金の交

付規定を設けることにより、商工業事業者の経営意欲の向上と地域の商工業の振興を図る

ものでございます。 

 本条例は平成２７年度に制定し、昨年までの５年間で雇用創出を含む店舗等施設の新設

が１件、施設等の規模拡大が１件、施設整備改修が１６件、施設整備改良が１件、譲渡協

力金が１件、後継者継承祝金１件の利用実績となってございます。町内では空き店舗の増

加が顕著になってきており、今後さらに高齢化、後継者不在による廃業が増加することが

懸念されており、地域経済の停滞はもとより地域の魅力が低減してしまうおそれがござい

ます。関係機関においても事業承継の必要性について検討されている状況にあることから、

新たに商工事業を営もうとする方に対して本条例による助成の対象とするものでございま

す。また、現行の条例では、先ほどの酪農振興支援条例と同じでございますが、助成金の

再申請は認めていない制度となっており、一度施設整備や改修の制度を活用した場合、後

継者が経営を継承した際には本助成制度による施設整備や改修は助成の対象外となってご

ざいました。そこで、経営継承後において新たな経営者の経営方針に基づき施設の整備や

改修に対して助成が可能となるよう経営継承された商工事業者に対しては再申請を可能と

するよう改正するものでございます。また、経営継承以外の場合であっても当初は施設の

改良の助成を受けた事業所等において、その後の経営方針の変更等により施設改修や規模

拡大、施設整備等を図る場合に限っては本条例による受領済み補助金額を差し引いた額を

交付上限額として再活用が可能となるよう改正するものでございます。 

 それでは、新旧対照表にてご説明させていただきます。議案１１３ページをご参照願い

ます。第２条でございますが、助成の対象等を規定するものであり、現行の商工会の正会

員に限定することが公平性を欠くというご指摘がございましたことから、「町内に本店等

の機能を有する中頓別町商工会の正会員及びその後継者」から「中頓別町内に本店等の機

能を有する商工事業者とその後継者及び新たに商工業事業を営もうとする者」ということ

に改正するものでございます。 

 第６条につきましては、後継者が経営を継承した際の優遇措置について規定するもので、

改正の要旨でご説明させていただきましたが、条例第４条第１号から第４号に規定する施

設整備や改修等の助成金を受領した後に後継者が経営を継承した場合に限り条例第４条第

１号から第４号に規定する事業を実施した場合は各号に定める助成金を交付するとするも

のであります。ただし、後継者が経営を継承した際に受けられる優遇措置、継承祝金の１

００万円や助成上限額の上乗せ等を既に受領している場合におきましては、その優遇措置

は交付の対象とはならないということとしてございます。 

 第７条は、交付の条件を規定するもので、第１号で条例第４条第１号、第３号、第４号

の助成金を複数申請することができないこととし、ただし条例第４条第４号に規定する施

設改良助成金、これは補助上限が３３．３万円のものでございますが、を活用後に条例第

４条第１号に規定する施設等整備助成金、補助限度額は７００万円、を活用する場合また
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は条例第４条第３号に規定する施設等改修助成金、補助限度額は２００万円、の交付を申

請する場合は助成金の限度額より既に交付された助成金を除した額を上限額として交付す

るものでございます。また、条例第４条第２号に規定する施設等改修助成金、これは上限

額が２００万円のものでございますが、これを活用後に条例第４条第１号に規定する施設

等整備助成金、補助限度額が７００万円のものでございます、を活用する場合も同様に助

成金の限度額より既に交付された助成金を除した額を上限額として交付するとするもので

ございます。 

 第８条は、助成金の交付申請等の方法を規定するもので、現行では中頓別町商工会の計

画承認を受けてから町長に申請する方法でございましたが、申請者本人からの申請と改正

するもので、第９条において町長は申請内容を審査し、承認の可否について申請者に通知

するとするものでございます。 

 議案１１２ページをご参照願います。改め文の下段、附則についてでございますが、こ

の条例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日以降に実施した事業から適用する。 

 以上、雑駁ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 東海林さん。 

〇５番（東海林繁幸君） 内容は全く問題ありません。ただ、課長、前の条もそうなのだ

けれども、改正の要旨で後継者に対する新しい制度、これはこれで改正の要旨で載ってい

るからいいけれども、もう一つ大事なのは農協組合長だとか商工会長を排除したことでし

ょう。改正の要旨の大事なところではないの。だから、これを抜かしているようでは改正

の要旨とは言えないので、もう少し率直に改正の要旨は分かりやすく書いてもらったらよ

ろしいかと思います。内容的には問題ありません。 

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。 

〇４番（宮崎泰宗君） 今の東海林議員の質疑とちょっと重なるかもしれないですけれど

も、今説明の中で課長のほうからも説明ありましたけれども、一部でそういう意見が出た

こともあって商工業のほうについては会員という条件についても改正することにしたとい

うことだと思います。ただ、これ現実として宗谷管内で見てもほぼ全ての町村で同様の制

度が整備されてきているわけですけれども、今年も利尻富士町であるとか、昨年利尻町で

あるとか、どこを見ても対象は商工会に加盟しているか加盟予定の事業者ということにな

っていると思います。そのような状況などもあるわけですから、当然これ商工会のほうと

しては今回の改正内容については腑に落ちないところがあったと思います。そういうこと

が伝えられて、急遽規則の中に、資料をいただいていますけれども、審査会というものを

追加して、その中で会員と非会員との差別化を図るような形にされたのだと思うのですけ

れども、その審査会、５名以内で組織するというふうにありますけれども、これどのよう

な人選を想定されているのでしょうか。 
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〇議長（村山義明君） 平中産業課長。 

〇産業課長（平中敏志君） 補助の対象者という部分につきましては、酪農振興支援条例

と同じように、団体に所属している方だけを限定するということが町の条例として公平性

に欠くものだろうという認識の下に今回の改正とさせていただいているというところでご

理解いただきたいと思います。あと、この条例の中では申請があった場合に審査するとい

うことでうたわさせていただいておりますが、規則の中で審査会を設けるということにさ

せていただいております。その中では商工会や、酪農振興支援条例では農協のほうですけ

れども、代表者の承認を受けたものについては審査会を経ずとも承認することが可能とな

るような規則とさせていただいているところでございます。それ以外の部分については審

査会をつくってということになるということで、審査会につきましては、私どもで考えて

いるのは例えば金融機関を代表される方ですとか、いわゆる商工会の代表というか、の方

にお声をかけていただいて、そういう方からも審査会の中に入っていただきたいというふ

うに考えております。今回の規則の改正の中で審査会を置くということは決して商工会の

ほうからの話ということでつくったわけではなくて、条例改正のときに対象者を変えると、

条例改正をするということを庁内部で話をしたときにも審査会をつくって、その中で外部

の方も含めて審査会に入っていただいて、その中で議論をしていかないと私どもだけでは

なかなか経営上の内容だとかを把握することは難しいということを内部で話をさせていた

だいておりまして、その中でも議論としては庁外部の方、特に商工会なり金融機関の方で

すと経営状況に非常に知見を持っておられるということで、そういう方を入れて審査をし

ていきたいというふうなことは当初のほうから考えておりましたので、そういうご理解を

いただければと思います。 

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３４号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３４号 中頓別町商工業振興支援条例の一部を改正する条例の制定の件

は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３５号 

〇議長（村山義明君） 日程第５、議案第３５号 中頓別町中小企業振興資金融資条例の
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一部を改正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３５号 中頓別町中小企業振興資金融資条例の一部を改正

する条例の制定について、永田産業課参事から説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 永田産業課参事。 

〇産業課参事（永田 剛君） それでは、中頓別町中小企業振興資金融資条例の一部を改

正する条例の制定について説明させていただきます。 

 議案１１６ページをお開きください。議案第３５号 中頓別町中小企業振興資金融資条

例の一部を改正する条例の制定について。 

 中頓別町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 １１９ページをお開きください。改正の要旨でございますが、コロナウイルス感染症及

びその他災害の影響により、緊急の融資が必要と認められる中小企業に対して速やかに融

資できるようにするほか、利子及び信用保証料を補助できるように条例を改正するもので

あります。 

 本条例につきましては、町内中小企業の振興並びに企業の合理化を促進し、事業運営の

基礎となる金融の円滑化を図ることを目的として平成１３年に制定され、町が稚内信用金

庫中頓別支店と運用協定を結びまして運転資金及び設備資金の融資を行ってきております。

融資につきましては、町が稚内信用金庫に預託している２，０００万円を３倍の範囲内で

運用し、運転資金については申込者が信用保証料及び利子を負担する形となって運用して

おります。今回の改正に当たりましては、このたびの新型コロナウイルス感染症や災害な

どで特別な措置が必要となる事案が発生し、中小企業の緊急の融資が必要となった際に既

存制度の資金運用枠の中で規定を設けて融資を対応できるよう一部改正するものであり、

特別な事案による貸付けの場合に限って補助できる規定を設けるものです。 

 それでは、新旧対照表にて説明させていただきます。議案１１８ページをご参照願いま

す。第６条は、融資の条件を規定するもので、第２項として災害や感染症の発生による緊

急の融資が必要と認められる場合にあっては第７条で規定する貸付けの対象及び第８条で

規定する貸付けの条件によらず融資できるように規定を追加するものです。第３項は、従

来の条例では補助対象となっていなかった運転資金に対する利子補給と信用保証料につい

て、第２項で実施する融資の場合において１０分の１０以内で補助することができるよう

にするものです。 

 議案１１７ページをご参照願います。改め文の下段、附則につきましてですが、この条

例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３５号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３５号 中頓別町中小企業振興資金融資条例の一部を改正する条例の制

定の件は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３６号 

〇議長（村山義明君） 日程第６、議案第３６号 中頓別町企業立地促進条例の一部を改

正する条例の制定の件を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３６号 中頓別町企業立地促進条例の一部を改正する条例

の制定について、笹原総務課参事から説明させていただきます。 

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。 

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、議案の１２０ページをお開き願います。議案第

３６号 中頓別町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について。 

 中頓別町企業立地促進条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 １２５ページを御覧願います。改正の要旨でございますが、本条例は地域経済の発展と

雇用機会の拡大を図ることを目的としておりまして、一定額の投資を行い、かつ一定数の

雇用者を確保した者に対し最大１億円の助成を行うことができるものでございますが、近

年の助成実績を鑑みますと財政への負担が大きいことから、雇用者数及び助成の限度額を

段階的に設けるとともに、他の制度との整合性や趣旨を踏まえまして、工場等を新設する

場合のみを本条例の対象とするため、改正を行うものでございます。 

 改正の概要でございますが、１２２ページからの新旧対照表でご説明いたします。第１

条、目的では、新設の後ろ「し、又は増設」を削除。 

 第２条、用語の意義では、第１項第６号を新設とし、「新設とは、既設の工場等を有し

ない者が新たに工場等を設置する場合、又は町外から進出して新たに工場等を設置する場

合をいう」に改めるものでございます。同項第７号では所得税法施行令の法令番号となり

ます「昭和４０年政令第９６号」を追加。 

 第３条、助成の対象等では、第１項及び同項第１号中「又は増設」を削除、同号及び１



 - 66 - 

２３ページになりますが、第２号中、句点を削除。 

 第４条、助成の措置等では、第２項中、３，０００万円以上の前の「新設で」、それか

ら同じく３，０００万円以上の後ろ「、増設で２，０００万円以上」を削り、さらに新設

の後ろ「又は増設」、それから雇用者の数がの後ろ「、新設にあっては」をそれぞれ削り、

「増設にあっては２人以上」を「（ただし、第６条の規定に基づき、工場等の設置費補助

金の額が１億円を超える場合は１０人以上）」に改め、さらに「但し」を仮名表記に改め

るものでございます。 

 第５条、事業振興奨励補助金では、同条第１項中、当該新設の後ろ「又は増設」を削り、

「（固定資産税の課税の特例に関する条例（平成３年条例第１０号）」を「（過疎地域に

おける固定資産税の課税免除に関する条例（平成２８年条例第３０号）」に改め、さらに

「但し」を仮名表記に改めるものでございます。 

 １２４ページをお開き願います。第６条、工場等設置費補助金では、工場等の設置に伴

いまして増加する雇用者の数が５人以上の場合は５，０００万円を限度とし、１０人以上

となる場合は１億円とする規定でありまして、「５，０００万円を超えるときは５，００

０万円とし、新設に伴い増加する雇用者の数が１０人以上となる場合で」を加え、「第７

条」を「次条」に改めるものでございます。 

 １２１ページにお戻りいただきまして、改め文の下段になりますが、附則、この条例は、

公布の日から施行する。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３６号について

採決します。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３６号 中頓別町企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定の件は

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎議案第３７号 

〇議長（村山義明君） 日程第７、議案第３７号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算

を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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〇町長（小林生吉君） 議案第３７号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算につきまし

て、笹原総務課参事から説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。 

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、議案第３７号 令和２年度中頓別町一般会計補

正予算についてご説明申し上げます。１ページをお開き願います。令和２年度中頓別町一

般会計補正予算。 

 令和２年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６万５，０００円を減

額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億１，７９０万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 ４ページをお開き願います。第２表、地方債補正、１点目は過疎対策事業債の限度額の

変更でございます。起債の目的、過疎対策事業債の限度額を変更前４億２００万円から変

更後４億３，６２０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法に変更はございま

せん。変更事業のみご説明申し上げます。過疎地域自立促進特別事業の限度額を変更前５，

４８０万円から変更後５，５５０万円とするもので、中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営

事業に７０万円を追加、町からの運営補助金の増額に伴う追加でございます。森林管理道

松麿線開設事業の限度額を変更前１，５００万円から変更後１，７５０万円とするもので､

測量設計が追加となったことに伴い、北海道への負担金を追加するものでございます。中

頓別駅向線交付金事業の限度額を変更前２，３８０万円から変更後３，５００万円に、橋

梁長寿命化修繕事業の限度額を変更前１，２７０万円から変更後２，１７０万円に、除雪

機械購入事業の限度額を変更前２，５３０万円から変更後３，６１０万円にするもので、

いずれも国庫補助金の減額に伴う増額でございます。 

 ２点目、起債の目的、辺地対策事業債の限度額を変更前４，５３０万円から変更後４，

７３０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。変更事

業は、秋田原野線交付金事業でありまして、限度額を変更前３，０６０万円から変更後３，

２６０万円とするもので、国庫補助金の減額に伴う増額でございます。 

 続きまして、事項別明細書、歳出からご説明をいたします。１４ページをお開き願いま

す。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に１５５万円を追加し、

５億２，３００万４，０００円とするもので、内容は、人事管理事務事業、２節給料で１

７６万７，０００円を減額、３節職員手当等で６６万３，０００円を減額、いずれも今年

４月から始まりました会計年度任用職員に関し、フルタイム職員で積算していた職員がパ
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ートタイム職員へ移行したことに伴う減額でございます。中頓別町奨学金等償還支援事業、

１８節負担金補助及び交付金で４８万円を追加、さらに２０節貸付金に３５０万円を追加、

支援制度に基づく申請の受付により当初予算に不足する額を追加するものでございます。

詳細につきましては、別途配付してございます総務課総務グループ作成の説明資料をご参

照願います。また、人件費の詳細につきましては、予算書２６ページ以降の給与費明細書

をご参照いただきたいと思います。 

 ４目財産管理費では、既定額に８３万５，０００円を追加し、２，５２４万９，０００

円とするもので、町有財産維持管理事業、１０節需用費で消耗品費５万円を追加、１２節

委託料で現在使用している地籍維持管理システムの更新とプリンターの導入費として４７

万円を新規計上、役場庁舎維持管理事業、１０節需用費で森林環境譲与税を活用したまき

ストーブ導入に係るまきの購入費３１万５，０００円を計上するものでございます。詳細

につきましては、別途配付してございます建設課建設グループ作成の説明資料をご参照願

います。 

 ５目企画費では、既定額に２９４万６，０００円を追加し、１億１，２５０万２，００

０円とするもので、企画総務事業、７節報償費に１５万円を追加、８節旅費に８万７，０

００円を追加、１０節需用費に２万４，０００円を追加するもので、いずれも地域づくり

セミナー開催に係る費用として計上、企業誘致推進事業、１８節負担金補助及び交付金で

２６８万５，０００円を計上、企業立地促進条例に基づく事業振興奨励補助金として昨年

度から操業が開始されておりますドリームジャンボファームの固定資産税相当額を補助す

るための費用として計上するものでございます。過疎地域における働き方改革プロジェク

ト事業、１節報酬に１５９万５，０００円を計上、２節給料で同額を減額、会計年度任用

職員に係るフルタイム職員からパートタイム職員への移行に伴う組替えでございます。詳

細につきましては、別途配付してございます総務課政策経営室作成の説明資料をご参照願

います。 

 ８目防災対策費では、既定額に２７万４，０００円を追加し、５，６７２万６，０００

円とするもので、防災対策事業、１０節需用費に防災無線施設に係る電気代として同額を

追加、１２節委託料で５００万円を減額し、１７ページをお開きいただきまして、１４節

工事請負費で同額を追加、太陽光発電システム整備に係る補助要件を考慮し、工事請負費

の中で測量調査設計を含めて実施することとしたため、予算の組替えを行うものでござい

ます。 

 １１目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費では、既定額に４，８

２０万８，０００円を追加し、５，０３７万６，０００円とするもので、地方創生臨時交

付金事業として、さきの全員協議会においてもご説明させていただきましたが、防災活動

支援事業、テレワーク促進事業、必需物品提供事業、健康支援事業、患者家族面会用通信

機器購入事業、新型コロナウイルス対策プレミアム商品券発行事業、新型コロナウイルス

緊急対策融資及び利子等補給事業、家庭学習のための通信機器整備支援事業、手作りマス
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ク買取・無料配布事業、学校給食事業、それから新たに生じる対策に速やかに対応してい

くための費用を含めまして７節報償費に１５０万円、８節旅費に２０万１，０００円、１

０節需用費に６４３万９，０００円、１１節役務費に５５万５，０００円、１２節委託料

に２４万円、１７節備品購入費に８０９万３，０００円、１８節負担金補助及び交付金に

３，１１８万円をそれぞれ計上するものでございます。地方創生臨時交付金事業の詳細に

つきましては、総務課政策経営室作成の説明資料をご参照願います。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１８ページをお開きいただきまして、１目社会福祉総務

費では、既定額に６１６万４，０００円を追加し、３，２８５万４，０００円とするもの

で、社会福祉総務事業、１２節委託料で地域包括ケア推進に向けた病院・介護施設運営内

容改善調査業務委託料として同額を計上。詳細につきましては、別途配付してございます

保健福祉課作成の説明資料をご参照願います。 

 １２目プレミアム付商品券事業費では、新規に３２万２，０００円を計上するもので、

２２節償還金利子及び割引料で３１年度に実施しましたプレミアム付商品券事業費及び事

務費に係る国庫補助金の返還金として同額を計上。 

 ２項児童福祉費、２目児童措置費では、既定額に３８万７，０００円を追加し、１，５

８５万９，０００円とするもので、児童手当支給事業、１２節委託料で同額を計上、児童

手当システムに係る改修を行うための費用として計上するものでございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目予防費では、既定額に３１８万７，０００円を追加

し、２，０３４万７，０００円とするもので、保健予防事業、１節報酬で２１９万８，０

００円を追加、３節職員手当等で９８万９，０００円を計上、いずれも産休代替保健師に

係る人件費を計上するものでございます。 

 ８目健康増進費では、既定額に１５万９，０００円を追加し、８１４万４，０００円と

するもので、健康教育事業、７節報償費で５０万円を減額、８節旅費で９万７，０００円

を減額するもので、現在進めております健康運動事業を新型コロナウイルス対応として再

構築をし、総務費の地方創生臨時交付金事業で計上するため、健康運動指導士に要する費

用を減額するものでございます。後期高齢保健事業、１３節使用料及び賃借料で高齢者の

保健事業と健康予防の一体的な実施に向けた健康管理システム端末とポータブル体成分分

析器の利用料合わせて６３万７，０００円を計上、１７節備品購入費でこれらデータを管

理するキャビネットを購入する費用として１１万９，０００円を計上するものでございま

す。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、２目農業振興費では、既定額に１８２万６，０００円

を追加し、１億４，０１９万３，０００円とするもので、農業振興事業、１節報酬で１３

９万３，０００円、３節職員手当等で４３万３，０００円をそれぞれ計上、会計年度任用

職員のフルタイム職員からパートタイム職員への移行に伴う組替えでございます。 

 ２０ページをお開きいただきまして、３目畜産業費では、既定額に２６５万２，０００

円を追加し、６，５３６万６，０００円とするもので、循環農業支援センター管理事業、
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１０節需用費で２００万２，０００円を計上、高圧受電設備の修繕に要する費用として計

上するものでございます。中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営事業、１８節負担金補助及

び交付金で６５万円を計上、同利用組合からの要請を受けまして補助金増額に伴う追加で

ございます。 

 ４目有害鳥獣対策費では、既定額に２８６万７，０００円を追加し、１，６４２万５，

０００円とするもので、有害鳥獣対策費、７節報償費に同額を追加、鳥獣被害防止総合対

策事業補助金分の有害鳥獣捕獲報償費３５６頭分、２８６万７，０００円を追加計上する

ものでございます。 

 ２項林業費、１目林業振興費では、既定額に５３０万円を追加し、４，７４７万９，０

００円とするもので、間伐事業として予算要望しておりました合板・製材・集成材生産性

向上・品目転換促進対策事業に対する道からの予算配分がなく、森林環境保全直接支援事

業に振り替えて実施することとなったことから、当初予算で措置しておりました８１９万

８，０００円につきまして当該事業間で予算の振替を行うものでございます。森林整備・

林業振興事業、１２節委託料で公共施設の木造化、木質化に向けた検討を進めるための費

用として１６０万円を計上、１４節工事請負費で木質バイオマスエネルギー利活用設備と

してまきストーブの導入費用３７０万円を計上。詳細につきましては、別途配付しており

ます産業課作成の説明資料をご参照願います。 

 ２目林道費では、既定額に２５０万円を追加し、５，９４６万５，０００円とするもの

で、道営林道事業、１８節負担金補助及び交付金に同額を追加、事業内容の精査によるも

のでございます。 

 ７款１項商工費、２目観光費では、既定額に３２２万３，０００円を追加し、９，３７

７万２，０００円とするもので、ピンネシリ温泉運営事業、１４節工事請負費で同額を計

上、温泉施設屋根の修繕工事として計上するもので、別途配付しております産業課作成の

説明資料、１６ページに修繕部分をお示ししております。なお、説明資料の１２ページか

ら１５ページにかけましてプレミアム商品券発行事業に関するものを添付してございます

が、本事業につきましては総務費の地方創生臨時交付金事業で計上してございますので、

ご了承いただければと思います。 

 予算書２２ページをお開き願います。８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費で

は、既定額から３，７２０万円を減額し、９，１４４万３，０００円とするもので、除排

雪事業、１７節備品購入費で３，８００万円を減額、国庫補助金の内示に伴う減額でござ

います。道路維持補修事業、１０節需用費で８０万円を追加、町道誉平線で河川に面して

いる路肩のり面が浸食により崩壊している箇所があるため、補修する費用として計上する

ものでございます。詳細につきましては、建設課建設グループ作成の説明資料をご参照願

います。 

 ３目道路新設改良費では、既定額から４，１３０万円を減額し、２億７，６９６万１，

０００円とするもので、秋田原野線交付金事業、１４節工事請負費で同額を減額、国庫補
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助金の内示に伴う減額でございます。 

 １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費では、既定額から７０９万３，０００円

を減額し、１億９３万９，０００円とするもので、教育委員会事務局事業、４節共済費で

４０万７，０００円を追加、会計年度任用職員のパートタイム職員がフルタイム職員に移

行したことに伴い、追加するものでございます。英語力育成事業、１８節負担金補助及び

交付金で７５０万円を減額、新型コロナウイルス感染症対応として今年度の中学生ハワイ

英語研修事業を中止したことによる減額でございます。 

 ２項小学校費、１目学校管理費では、既定額に２７５万３，０００円を追加し、１，８

１２万９，０００円とするもので、小学校施設維持管理事業、１１節役務費で１０万円、

１３節使用料及び賃借料で２０万円をそれぞれ追加、校務支援システム導入に伴い、必要

となる費用として追加するものでございます。１４節工事請負費に、職員室及び保健室に

係る暖房設備の温度調節機器が故障していることから、これを更新するための費用として

２４５万３，０００円を計上するものでございます。詳細につきましては、教育委員会作

成の説明資料をご参照願います。 

 ３項中学校費、１目学校管理費では、既定額に３０万７，０００円を追加し、１，２５

３万３，０００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１１節役務費で１０万７，０

００円、１３節使用料及び賃借料で２０万円をそれぞれ追加、校務支援システム導入に伴

い、必要となる費用として追加するものでございます。 

 ２４ページをお開き願います。４項社会教育費、１目社会教育総務費では、既定額から

４０万７，０００円を減額し、８５０万８，０００円とするもので、少年教育推進事業、

４節共済費で同額を減額、会計年度任用職員のフルタイムからパートタイムへの移行によ

り、先ほどの教育委員会事務局事業へ組み替えたものでございます。 

 ５項保健体育費、１目保健体育総務費では、既定額に１７万５，０００円を追加し、２

８８万４，０００円とするもので、社会体育推進事業、７節報償費でスポーツ少年団指導

者への報償費として同額を計上するものでございます。 

 ８ページにお戻りください。歳出合計、既定額から３６万５，０００円を減額し、３８

億１，７９０万円とするものでございます。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページをお開き願います。１３款国

庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に２，０７５万８，００

０円を追加し、６，４１１万５，０００円とするもので、５節新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金に同額を計上、歳出の地方創生臨時交付金事業に充当する補助金

として計上。 

 ２目民生費国庫補助金では、既定額に２５万８，０００円を追加し、１億８，８５２万

７，０００円とするもので、５節子ども・子育て支援事業費補助金に同額を計上、歳出の

児童手当システムの改修委託料に充当する補助金として計上。 

 ４目土木費国庫補助金では、既定額から１億１，３５７万５，０００円を減額し、１億
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２，９５０万１，０００円とするもので、１節道路橋梁費補助金で同額を減額、中頓別駅

向線交付金工事補助金で１，１２２万円、橋梁修繕事業補助金で８９７万６，０００円、

秋田原野線交付金工事補助金で４，３３７万２，０００円、雪寒機械更新事業補助金で５，

０００万７，０００円それぞれ減額するもので、いずれも国庫補助金の内示に伴う減額で

ございます。 

 １４款道支出金、２項道補助金、４目農林業費補助金では、既定額に４６万６，０００

円を追加し、１億９５９万４，０００円とするもので、２節造林事業補助金で２４０万１，

０００円を減額、間伐事業として予定していた合板・製材・集成材生産性向上・品目転換

促進対策事業から補助率が低い森林環境保全直接支援事業に移行することに伴う補助金の

減額でございます。１８節鳥獣被害防止総合対策事業補助金で２８６万７，０００円を追

加、歳出、有害鳥獣対策費、有害鳥獣捕獲報償費に充当される補助金でございます。 

 １７款繰入金、１項基金繰入金、４目未来を担うこどもの健全育成と教育の基金繰入金

では、既定額から７５０万円を減額し、５８７万９，０００円とするもので、１節未来を

担うこどもの健全育成と教育の基金繰入金に同額を計上、歳出の中学生ハワイ英語研修事

業の中止に伴う減額でございます。 

 ５目地方創生基金繰入金では、既定額に２６８万５，０００円を追加し、５，７６４万

７，０００円とするもので、１節地方創生基金繰入金に同額を計上、歳出の企業誘致推進

事業に充当するため、繰り入れるものでございます。 

 １２ページをお開き願います。６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額に７６７万

８，０００円を追加し、５，１７８万４，０００円とするもので、１節公共施設整備等基

金繰入金に同額を計上、歳出、畜産業費、循環農業支援センター管理事業の修繕費に２０

０万２，０００円を充当、観光費、ピンネシリ温泉運営事業、温泉屋根修繕工事に３２２

万３，０００円を充当、小学校費、小学校施設維持管理事業、温度調節機器更新工事に２

４５万３，０００円をそれぞれ充当するため、繰り入れるものでございます。 

 ８目奨学金等償還支援基金繰入金では、既定額に３９８万円を追加し、５４２万円とす

るもので、１節奨学金等償還支援基金繰入金に同額を計上、歳出の中頓別町奨学金等償還

支援事業に充当するため、繰り入れるものでございます。 

 ９目森林環境譲与税基金繰入金では、既定額に５３０万円を追加し、１，１７７万９，

０００円とするもので、１節森林環境譲与税基金繰入金に同額を計上、歳出、森林整備・

林業振興事業に充当するため、繰り入れるものでございます。 

 １８款１項１目繰越金では、既定額に３，５９８万８，０００円を追加し、３，５９９

万８，０００円とするもので、１節前年度繰越金に同額を計上、歳出の一般財源とするも

のでございます。 

 １９款諸収入、４項受託事業収入、１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入では、既

定額に７１３万７，０００円を追加し、７７２万２，０００円とするもので、１節後期高

齢者医療広域連合受託事業収入に同額を計上、歳出の総務費、人事管理事務事業、保健衛
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生費の保健予防事業、後期高齢保健事業に充当される収入として計上するものでございま

す。 

 ６項１目雑入では、既定額に２６万円を追加し、２，５６０万４，０００円とするもの

で、１節雑入に同額を計上、歳出、企画総務事業の地域づくり研修会に対する助成金とし

て計上するものでございます。 

 ２０款１項町債、１目過疎対策事業債では、既定額に３，４２０万円を追加し、４億３，

６２０万円とするもので、１節過疎対策事業債に同額を計上。 

 ２目辺地対策事業債では、既定額に２００万円を追加し、４，７３０万円とするもので、

１節辺地対策事業債に同額を計上。 

 いずれも内容につきましては第２表、地方債補正で説明させていただきましたので、省

略をさせていただきます。 

 ６ページにお戻りください。歳入合計、既定額から３６万５，０００円を減額し、３８

億１，７９０万円とし、歳入歳出のバランスを取ってございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（村山義明君） ここで休憩を取りたいと思います。議場の時計で５５分まで休憩

いたします。 

 

休憩 午前１０時４２分 

再開 午前１０時５５分 

 

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。 

 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 宮崎さん。 

〇４番（宮崎泰宗君） 政策経営室のほうで説明資料を出していただいている項目につい

て一、二点伺いたいと思います。 

 必需物品提供事業ということで町民や事業所にマスクや消毒液を配付するなどの経費と

して、これは地方創生臨時交付金事業の需用費と役務費に予算が含まれているということ

になると思うのですけれども、マスクについては一度５月補正で１人１０枚既に配付され

ていて、今まさに私も使わせていただいているのですけれども、こういったことを再度事

業所も含めてということになるのか、希望する方であるとか事業者を募って個別にお渡し

するような形になるのか。それと、資料で次亜塩素酸水の資料が添付されているのですけ

れども、これが配付を想定している消毒液ということになるでしょうか。この点伺いたい

と思います。 

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。 

〇総務課参事（笹原 等君） 今回コロナ対策に係る予算につきまして集約しようという

ことで総務費のほうで計上させていただきまして、併せて説明資料のほうも政策経営室の



 - 74 - 

ほうで作成した説明資料のほうに集約した形でお配りさせていただいていますけれども、

中の詳細につきましては保健福祉課のほうからお話しさせていただきたいと思うのですが、

その前に１点、今お話がありました次亜塩素酸の部分というのは政策経営室の資料の中と

いうことで…… 

（何事か呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。 

〇総務課参事（笹原 等君） すみません。先に次亜塩素酸の資料に関しまして確認させ

てください。 

〇議長（村山義明君） 山田保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（山田美緒子君） 必需物品提供事業の中で消毒薬の関係についてお答

えしたいと思います。 

 消毒薬については、購入をいたしまして、主に公共機関等について今配置させておりま

す。事業所につきましては、皆さんそれぞれ消毒等について努力されているということで

すが、産業課を通じてもし手に入らないだとか必要なところがないかということの希望を

確認していただいていたところです。消毒薬については、アルコールを用意しております

ので、アルコールの手指消毒を想定して準備しております。これから第２波、第３波とい

うのが起こることが想定されますので、今そのための保管をしているということもありま

す。 

 以上です。 

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。 

〇総務課長（小林嘉仁君） サージカルマスクにつきましてご答弁申し上げます。 

 前回議会等で話をされていました防災物品で持ったほうがよろしいのではないかと、今

後の対策の部分でということでこれを備えるというふうな形で整理をかけております。今

後この部分につきましては、枚数が確保できた場合については当然住民に配るということ

も考慮しなければならないし、そのときの状況を踏まえて使用方法については検討してい

きたいというふうに考えております。 

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。 

〇４番（宮崎泰宗君） 分かりました。それと、もう一点、手作りマスク買取・無料配布

事業についてなのですけれども、これ全員協議会のときの説明ではマスク３枚に対して５

００円の商品券１枚、１人最大３０枚までの交換。とすると商品券１０枚で５，０００円

まで買い取るというような内容だったかなと思います。予算１００万円なので、そういう

形で２００人分見ているということになって、これ手作りマスクの枚数にすると６，００

０枚ということになると思うのですけれども、物すごい数だなというふうに思うのですけ

れども、私も手作りマスクをいただいたりもしていて、もし町のほうで交換してくれるよ

うなことになったら持っていきますかと個人的に作って配っていただいている方に何人か

聞いてみたのですけれども、そこまでではないわというような感じもあったので、せっか
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くこれだけの予算がついていますし、手作りマスクだけでそこまで集まるだうろかとも思

うので、手作りマスクに限定しないで市販のマスクも含めて対応されてはいかがかなとい

うふうに思います。余裕のある方々から市販のマスクが集まるような仕組みというのは導

入している地域は多いと思うのですけれども、本町ではまだその辺本格的には行われてい

ないと思いますので、例えば新品の市販のマスクであれば、同じでもいいでしょうし、３

枚ではなくて５枚とか１０枚とかで商品券１枚とか、そういうことはできないでしょうか。 

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。 

〇総務課長（小林嘉仁君） 前回お話ししたときも手作りマスクについては、限定を一応

考えていますけれども、運用によって変えるというふうなお話をさせていただいたと思い

ます。作る、作成する方が結構枚数を作っている方もいらっしゃいますし、また逆に全然

作られていない方もいらっしゃるということもございまして、どの程度になるのかなとい

うところが定かではないというところもございますので、運用に応じてその部分について

は変更をかけさせていただきながら、今のご意見も検討の中に入れながら進めていきたい

というふうに考えます。よろしくお願いします。 

〇議長（村山義明君） 東海林さん。 

〇５番（東海林繁幸君） 内容は分かるのだけれども、その理念を聞かせてもらいたいと

思って質問します。 

 ２１ページの工事請負費の中に林業・木材産業成長産業化促進対策工事なんていうえら

い名前でありますけれども、言うなればストーブを買って燃やすのだそうですけれども、

これロビーが寒いから買うのか。木材の成長産業化促進という意味でいうと、例えば間伐

材を使ってとかなんとか言うのだけれども、燃料費ただで入るほどの安いものであるなら

いいけれども、別に庁舎管理費で３１万５，０００円燃料費見ている。これ一体どんな理

念でやろうとしているのか。庁舎の中寒いからやるのですか、３７０万もかけてストーブ

を作って。それと、仮にそうだとしてもいいのだけれども、燃料費に３１万５，０００円

もまき代かかってしまう。これ無料ででも集めてやれるというのなら分かるのだけれども。

これだけかけてやったら、では従来の燃料費どのぐらい浮くか計算しているのか、ちょっ

と伺いたいと思います。 

〇議長（村山義明君） 渡邉産業課参事。 

〇産業課参事（渡邉誠人君） 今のご質問に対してご説明いたします。 

 事前にお配りしてあります予算説明資料の５ページのほうにその理念のところを書いて

はいるのですけれども、庁舎、ホールが寒いから入れるという、本当の暖房機能として入

れるものではなくて、一番の目的は成長産業化を進めるためといいますか、町がやるとい

うのもそうなのですけれども、住民の方々へのＰＲ効果といいますか、そういうことを第

一の目的に導入するものとして考えております。バイオマスエネルギーの利用というのは

林業の中でも今重要な位置づけになっておりまして、公共施設など当然なのですけれども、

一般の方々それぞれの家庭でも進められないかということでまきストーブですとか、その
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ほかペレットですとか、そういうものの普及を国、道でも進めているところでして、その

促進を図るための施設ということでまず第一の目的として導入を検討しております。 

 あと、まき代３１万５，０００円の予算を取っているのですけれども、これはいずれは

というか、今年度森林組合のほうでこれからまきの販売というものも今検討しておりまし

て、来年度以降そちらのほうから手に入るのかなとは思うのですけれども、現時点で町内

でしっかり乾燥済みの割ってあるまきというものを手に入れるということが非常に困難な

状況かなというふうに今は考えておりまして、全道でこの道北地域中心にまきを取り扱っ

ている業者何社か価格等を聞き取り調査を行いまして、年間使用料を予定では１０立方程

度を予定しているのですけれども、どうしても輸送量とか少しやっぱりかかってしまうと

いうことで、初年度については３１万５，０００円というような燃料費を計上していると

ころであります。 

 以上です。 

〇議長（村山義明君） 東海林さん。 

〇５番（東海林繁幸君） 今の説明で大分分かりました。１つはＰＲ用として町を象徴す

る庁舎の中に置くというのは、これは１つは分かります。だとすれば、町がそこでＰＲす

るとするのであれば、町内の公共施設にまでこれを波及するという意識がなければやる意

味がない。スキー場はこれをやった。ヒュッテをやったと。分かります。だとしたら、あ

と町民センターだとかいろんな公共施設があるけれども、そこまでこういったシステムを

ＰＲする以上はやろうとする意識があるのかどうか。なかったらこんなものやる必要ない

と思っている。 

〇議長（村山義明君） 渡邉産業課参事。 

〇産業課参事（渡邉誠人君） 町の施設におけるまきといいますか、木質バイオマスエネ

ルギーの利用ということで、総合戦略の中で一応目標は４台ということがありました。現

状スキー場、あと道の駅、あと鍾乳洞のセンターと３台実はもう設置されていまして、残

り１台という目標に対してのものがありまして、今回譲与税増額ということもありました

ので、４台目として町民ホールに１台設置して目標を達成しようかなと。今後総合戦略の

中ででもさらに１台追加して５台という目標を産業課のほうから提出させてもらっている

のですけれども、それにつきましては今後町のほうで整備していく例えば公共施設ですと

か、どこかほかに設置に適した場所があればさらにもう一台というような形で設置してい

くというような考えは今あります。 

〇議長（村山義明君） 星川さん。 

〇６番（星川三喜男君） １点お聞きします。 

 先ほどの宮崎議員からの質問もありましたけれども、消毒液のことなのですけれども、

今回の補正では少量の金額なのですけれども、今後２億円来るであろうコロナ対策基金な

のですけれども、その中で消毒液、私たちも考えていて議員でそういうこともしたほうが

いいのでないのかなという案もありまして、消毒液等々を各一般家庭に配ってもらいたい
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のと、できれば事業所、長寿園なり厚生園もろもろ土建業者等々もありますので、そのよ

うなところまで幅広く消毒液を配ってはどうなのかなと私たちは思っているわけなのです

けれども、その点について町長、今後の課題として何か考えていますでしょうか。 

〇議長（村山義明君） 小林町長。 

〇町長（小林生吉君） 今の消毒液の具体的なお話については検討させていただきたいと

思いますけれども、まず基本的に今国のほうで、本当は今日成立だという情報だったので

すけれども、明日にずれ込みそうですけれども、総額２兆円の地方創生の臨時交付金が可

決されると。一次のとき１兆円で本町は３，１００万だったのです。今回また同じ算定で

はなくてというふうに見込まれていて、単純に２兆円追加になるから６，２００万ぐらい

来るかなということには多分ならない、もう少し減るような形になるかなというふうに思

っています。庁内的には追加になる交付金の使途について既に検討をしておりまして、想

定としては７月の上旬、中旬ぐらいに臨時議会を招集させていただいて、その折にもその

中身についてご提案させていただきたい。当然その前段には議会のほうにもご相談をさせ

ていただくということを想定をしております。感染防止対策、併せて経済対策も含めて幅

広く施策を検討していかなければならないかなというふうに考えておりますので、その中

で今回、先ほど宮崎議員からいただいた意見も含めて十分練っていきたいというふうに思

いますし、先日のお話ですと議会としてもまたご検討いただくということでありますので、

できればそういうことも早めていただいて、共に次なる補正の対応ということで取り組ま

せていただければというふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（村山義明君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３７号を採決し

ます。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３７号 令和２年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決され

ました。 

 

    ◎議案第３８号 

〇議長（村山義明君） 日程第８、議案第３８号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院

事業会計補正予算を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

〇町長（小林生吉君） 議案第３８号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補

正予算につきまして、長尾国保病院事務長から説明をさせていただきます。 

〇議長（村山義明君） 長尾国保病院事務長。 

〇国保病院事務長（長尾 享君） それでは、議案第３８号 令和２年度中頓別町国民健

康保険病院事業会計補正予算についてご説明いたします。 

 １ページをお開きください。総則、第１条、令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業

会計の補正予算は、次に定めるところによる。 

 収益的収入及び支出、第２条、令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第３

条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。病院事業収益につきまし

ては、既決予定額に１６万５，０００円を追加し、５億７，５５５万７，０００円とする

ものです。病院事業費用では、既決予定額に１６万５，０００円を追加し、５億７，５５

５万７，０００円とするものであります。 

 資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。資本的収入につきましては、既決予定額に５７５万３，０００円を追加

し、１，７７８万４，０００円とするものです。資本的支出では、既決予定額に５７５万

３，０００円を追加し、２，３７７万６，０００円とするものであります。なお、資本的

収入が資本的支出に対して不足する額５９９万２，０００円は、当年度分損益勘定留保資

金で補填する。 

 令和２年６月１０日提出、中頓別町長。 

 それでは、資本的収支の支出をご説明いたします。８ページをお開きください。また、

併せて提出しております病院事業会計予算補足説明資料もお開き願います。１款病院事業

費用、１項医業費用、３目経費は、既決予定額に１６万５，０００円を追加し、７，３３

２万８，０００円とするもので、賃借料に同額を計上、仮設トイレ賃借料を新規計上する

もので、新型コロナウイルス感染症が感染拡大した場合に疑似患者及び感染者の入院で受

け入れることが必要となった場合に備え、専用のトイレ設置に係る費用の新規計上であり

ます。 

 次に、収益的収支の収入をご説明いたします。６ページをお開き願います。１款病院事

業収益、３項医業外収益、７目国庫補助金は、既決予定額に１６万５，０００円を追加し、

５０７万１，０００円とするもので、国庫補助金に同額を計上、新型コロナウイルス感染

症緊急包括支援交付金として経費、賃借料、仮設トイレ賃借料に充当する国庫補助金の新

規計上であります。 

 続きまして、資本的収支の支出をご説明いたします。１２ページをお開き願います。１

款資本的支出、２項建設改良費、１目固定資産購入費は、既決予定額に５７５万３，００

０円を追加し、１，６４４万６，０００円とするもので、機械備品購入費に同額を計上、

新型コロナウイルス感染症が感染拡大した場合に疑似患者の重症化に伴う検査結果が出る
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までの間の待機入院及び陽性患者が感染症指定病院での受入れが不可となった場合に備え

て緊急簡易入院設備整備を行うもので、リハビリ室を利用した感染症簡易病床３床を陰圧

とするためのパッケージ型排気ユニット、陰圧ブース、クリーンパーティション、救急カ

ート、患者ロッカー、院内搬送用シールド等の簡易入院設備備品を購入するため、５５３

万３，０００円を新規計上、さらに２階病棟への出入りを職員以外禁止との措置を取って

いるため、患者と家族が面会できない状況となっております。その改善策としまして、病

院１階待合ロビーと病棟、もしくは患者家族の自宅を通信で結び、面会を行うための通信

用タブレット２台を購入、その費用２２万円を新規計上するものであります。 

 次に、資本的収支の収入をご説明いたします。１０ページをお開き願います。１款資本

的収入、１項負担金交付金、１目一般会計負担金は、既決予定額に２２万円を追加し、８

６５万１，０００円とするもので、一般会計負担金に同額を計上、新型コロナウイルス感

染症対策地方創生臨時交付金分としましてタブレット端末を購入するための経費に充当す

る補助金の新規計上であります。 

 ３項補助金、１目国庫補助金は、新規に５５３万３，０００円を計上するもので、国庫

補助金に同額を計上、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金として新型コロナウ

イルス感染症対策として購入します簡易入院設備、備品に充当する補助金の新規計上であ

ります。 

 予定貸借対照表につきましては２ページ、キャッシュフロー計算書につきましては４ペ

ージに添付しておりますので、ご参照願います。 

 以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３８号を採決し

ます。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第３８号 令和２年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原案

のとおり可決されました。 

 

    ◎発議第３号 

〇議長（村山義明君） 日程第９、発議第３号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施
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策の充実・強化を求める意見書（案）を議題とします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 長谷川さん。 

〇２番（長谷川克弘君） 発議第３号。 

 令和２年６月１１日、中頓別町議会議長、村山義明様。 

 提出者、中頓別町議会議員、長谷川克弘。賛成者、中頓別町議会議員、東海林繁幸。 

 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）。 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。 

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案） 

 本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物

の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるために

は、「植えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める

必要がある。 

 森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、山村地域を中心とする雇用・

所得の拡大による地方創生にも大きく貢献するものであり、本町をはじめ、道内各地域で

は、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実現に向け、森林整備事業及び

治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・間伐や路網の整備、山地災害

の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、さまざまな取り組みが進められて

きたところである。 

 人工林資源が本格的な利用期を迎える中、計画的な間伐や伐採後の着実な植林を一層進

めるため、地方債の特例措置を継続するなど、森林資源の循環利用による林業・木材産業

の成長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要である。 

 よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

記 

１ 森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用の安

定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。 

２ 間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、「森林の間伐等の実施の促進に関する

特別措置法」を延長し、同法に基づく森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債

を可能とする地方債の特例措置を継続すること。 

３ 森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の実

情を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや

森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 令和２年６月１１日、北海道中頓別町議会議長、村山義明。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、
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農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。 

 以上です。 

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第３号を採決しま

す。 

 お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、発議第３号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書は原案のとおり可決されました。 

 

    ◎閉会中の継続調査申出について 

〇議長（村山義明君） 日程第１０、閉会中の継続調査の件を議題とします。 

 議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手元に配付しました

申出書のとおり閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。本件については、各委員長申出のとおり決することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

    ◎議案の文言整理について 

〇議長（村山義明君） お諮りします。 

 このたびの定例会で議決された議案について、字句、数字その他整理を要するものにつ

いては、その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。 

 したがって、字句、数字その他の整理を要するものについては議長に委任することに決

定しました。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（村山義明君） 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 
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 令和２年第２回中頓別町議会定例会を閉会します。 

（午前１１時２８分） 



 - 83 - 

 

 上記会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために 

ここに署名する。 

 

 

 

   中頓別町議会議長 
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